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辻本祐樹 東 て る美

「いのうな人権」 ～うながるか惨らなはじて～

子どもや若者たちの間で、あまりにも軽く使われる『死にたい』F死ぬJ「殺すぞ』

といつた言葉。それは、彼らが「いのち」の尊さに気づいていないことの表れ

でしょう。もしかしたら、大人も気づいていないのかもしれません。「いのち」と

は温かく、ずつしりと重いもの。一度失われたら、三度と再生しないもの。

このドラマでは、人によつて生かされ、つながつていく「いのち」を中心に描

いています。虐待やいじめなど、人を傷つけ、いのちを奪うのも「人」ならば、

傷つき、死に瀕している人のいのちを救うのもまた「人」なのです。人と人とが

ふれあい、心を通わせることで救えるいのちがあります。

子どもへの虐待や若者の自殺など社会問題になつている事件を通して、社会

や地域の中で孤立している人々に対する正しい理解を訴えるとともに、このドラ

マを見た方々に、今一度、「いのち」について自分の問題として考えていただけ

るような人権啓発ビデオを制作しました。
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■上映時間 36分 販売価格
―

   (本体80,000円 )

DVD… 字幕副音声版 〔C#6359〕
ビデオ…字幕副音声版 〔C#6360〕
ビデオ…通常版    〔C#6361〕



多 田公佑 (25歳 )は派遣切りにあつて失業中。アパートで一人
暮らし。親しい友人も近所づきあいもなく、携帯ゲームだけが友だち。

再就職もうまくいかず自暴自棄な生活を送るうちに、ふと死のうかと

考える。

ベ ランダに出ると、男の怒鳴り声が聞こえてきた。隣室を見ると、

男 (戸倉)が小さな男の子 (武史)を三階から落とそうとしている。
恐怖で泣き叫び、母 (美波)に助けを求める武史。顔には殴られた
ようなアザが見える。見ていたら戸倉に呪まれ、逃げるように部屋に

戻リアパートを飛び出す。

噂を聞き、心配する。偶然、隣人である公佑と出会い、事情を聞い

て民生委員・児童委員に相談することに決めた。そのことが縁で公佑

は珠子の店でアルバイトを始めた。仕事帰り、―人で遊んでいた武史

と一緒に遊び、仲良くバンを食べる。それを見た戸倉は嫉妬と怒りの

眼差しで二人を見る。

入 院した武史のもとに集まる公佑、珠子、美波。珠子は誰にも話

さなかつた阪神・淡路大震災で起きたことを話す。公佑も自分の身の

上を語り始めるのだつた。

商 店街をあてもなく歩いていた公佑は、いい匂いがしてくる小さ

なパン屋の前で立ち止まる。店主の珠子に試食をすすめられ、公佑

はクリームバンを一個買う。部屋に戻ると、腹を空かせた武史がベラ

ンダに締め出されていた。クリームバンを武史に渡す公佑。

珠 子は、顔見知りの武史が虐待を受けているのではないかという
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公 佑が部屋に戻ると、隣室で戸倉が暴れ出している。人が壁にぶ

つかるような音、そして武史と美波の悲鳴。いてもたつてもいられな

くなつて、珠子に連絡する公佑。武史の助けを求める声に突き動か

されるように、美波の部屋のドアを叩く。

■登場人物の言動を通して、「いのち」を軽んじる風潮に流されていないか、日頃の自分自身の

言動をふり返る。

■「いのちのきずな」に気づくとともに、互いの人権を尊重し合うことは、生きることの素晴らしさ

や生きる喜びにつながるということを認識する。

■「いのち」を大切にする生き方をするために、人と人とのつながり、家庭の果たす役害」、家庭と

地域社会の関わり方について、自分の問題として考える。

関東営業推進室 東京都中央区銀座3217

関西営業推進室 大阪市北区梅田1126

広島出張所 広島市中区橋本町52
福岡出張所 福岡市博多区中洲4318

〒1048108803-3535-3631

〒5300001806-6345-9026

〒7300015 8082-511-2066

〒81008018092-262-3101
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